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新型コロナウィルスが世界経済に深刻なダメージを与えている。 

特に自粛要請で甚大な影響を受けたのが、外食業界。3 月、4 月

は歓送迎会シーズンで、居酒屋業界では 12 月の忘年会に次ぐ繁

忙期に数えられる。コロナが 2 月の居酒屋企業に与えたインパクト

は比較的軽微でしたが、3 月の売上は前年対比で 40～60％程度と

深刻な事態が見込まれる。個人店などの小規模な店舗は、家賃や

人件費が払えず閉店へと追い込まれるケースも目に付くようになっ

た。 

キャッシュが回らなければ倒れてしまう、それは大企業でも同じだ。

コロナ禍を乗り越える重要なカギこそが現金である。上場居酒屋企

業の現金保有率をランキング形式でまとめた。 

【現金保有率ランキング（百万円）】 

 

トップを独走したのがヨシックス＜3221＞。寿司居酒屋「や台ずし」

や全品 280 円の格安居酒屋「ニパチ」などを全国展開している。現

預金月商比率は安全と言われる 3 倍を余裕で超えている。総資産

に占める現金の比率も 54.1％となっており、他社と比較して圧倒的

に高くなっている。流動比率は 231％。安全性の高い企業だといえ

る。 

第 2 位は、2013 年にクリエイト・レストランツ・ホールディングス＜

3387＞に買収された、SFP ホールディングス＜3198＞である。「磯

丸水産」や「鳥良」などの居酒屋を展開している。SFP は 2019 年か

ら活発に M&A を実施している。「前川水軍」を運営するジョー・スマ

イル（本社：熊本県熊本市）、「からあげセンター」のクルークダイニ

ング（本社：長野県安曇野市）を次々と子会社化した。攻めの経営

をする一方で、安全性もしっかり確保している。現預金月商比率は

2.6、総資産に占める現金の割合は 36.3％である。 

居酒屋「村さ来」、「アントニオ猪木酒場」などを運営するジー・テ

イスト＜2694＞が 3 位となった。現預金月商比率は 2.6 となってい

る。総資産に占める割合は、SFP よりやや低い 23.8％である。 

今回リストアップした企業の現預金月商比率の平均値は 1.7、現

金が総資産に占める割合の平均は 22.8％でした。一般的な知名度

の高い企業はその周辺に位置しています。「甘太郎」のコロワイド＜

7616＞は 1.7、「金の蔵 Jr.」の三光マーケティングフーズ＜2762＞

が 1.6、鳥貴族＜3193＞1.4、ワタミ＜7522＞は 1.3 となっている。 

 

「響」のダイナックが最下位の 0.2倍 

下位は「響」や「鳥どり」などを運営するダイナックホールディング

ス＜2675＞でした。現預金月商比率は 0.2 倍。総資産に現金が占

める割合は 4.7％となっている。ダイナックは従業員の平均年収が

7.2 百万円と極めて高い水準にありました。今回調査した企業の平

均年収は 4.7 百万円である。 

同社はサントリーホールディングス（本社：大阪府大阪市）が

61.7％の株式を保有している。現金の保有比率は低いが、売上高

がグループ全体で 2 兆 5000 億円を超える巨大企業の傘下にある

ため、安全性は高いと考えられる。 

ダイナックに次いで比率が低かったのが、ジェイグループホール

ディングス＜3063＞。現預金月商比率は 0.4、総資産に占める割合

は 4.7％。同社は居酒屋「芋蔵」を主力業態とする企業です。「ルー

セントマリアージュタワー」などの結婚式場も運営しています。2019

年2月期の売上高は150億5600万円（0.6％増）、営業損失が5100

万円、経常利益は 1500万円（89.9％減）でした。流動比率は 49％。 

同社は 2020 年 2 月期の売上高を前年同期比 0.3％増の 151 億

円、営業利益を 1億 1800万円と予想している。しかし、第 3四半期

の売上高は 102 億 4200 万円（7.1％減）、営業損失が 2 億 1100万

円でした。2020 年 2 月期でコロナの影響を受け、さらに 3 月から深

刻な事態に見舞われると考えると、厳しい状況は続くものと予想され

る。 
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